マッツ・ベリストレム
略歴
スウェーデンのギタリストのマッツ・ベリストレム (1961年ゴブレ生れ) は、ストックホルムのミュージシャンの家族の中で育った。ストックホルムのロイヤル・カレッジ・オブ・ミュージックを卒業後、ロンドンでさらに数年、研鑽を積み、ウィグモアホールでのデビュー・リサイタルを経て、1980年代には、エレキギターとアコースティック・ギターの両方で、主としてセッション・ミュージシャンとして働いた。1990年代初頭にニューヨークのジュリアード音楽院の大学院生として2年間、学び、室内楽への志向性が強まった。今日、彼は、当代の最も著名な何人かの歌手の伴奏者を務めており、さらに、音楽の境界を超えたソリスト、およびアンサンブルプレーヤーとして活動している。
彼はアンサンブル・モダン (フランクフルト) やロンドン・シンフォニエッタと、ゲストとして頻繁に共演しており、マーラー室内管弦楽団、ウィーン交響楽団、BBC 交響楽団 (HK グルーバー: バスキング)、ロイヤル・ストックホルム・フィルハーモニー管弦楽団 (タン・ダン: ギター協奏曲) 、およびヨーテボリ交響楽団 (クルターク: シュテファンの墓) などのオーケストラとも共演している。マッツ・ベリストレムは、スティーブ・ライヒのエレクトリック・カウンターポイントを、ロイヤル・アルバート・ホール (BBC プロムス 2011) 、ロンドンのフェスティバルホール、シンガポールのエスプラネード・コンサートホール、ベルゲンのグリーグホール、およびストックホルムのコンサートホールで、作曲家自身の臨席の下、演奏し、絶賛を浴びた。
彼の、数多くの著名な作品のディスコグラフィーの中には、ギター用に編曲された、バッハの無伴奏バイオリンのためのソナタ —ソロバイオリンのための3つのソナタと3つのパルティータ— があり、これは、国際的なメディアで賞賛され、スウェーデンの「グラミス」賞にノミネートされた。さらに、オーレ・パーソンと共演したシューベルトの美しき水車小屋の娘、また、無言歌をテーマにした、ゲオルグ・リーデルとの一連のアルバムがある。
マッツ・ベリストレムは、スウェーデンの農村地帯の ウップランドに住んでいる、2006年以来、スウェーデン王立音楽アカデミーのメンバーで、2011年には、カール16世グスタフ国王によって権威ある 文化功労賞メダルを授与された。
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